
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果

中間評価 ５ 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上
　（学びつくり）

○家庭学習の習慣化 ○「学年にあった時間、家での勉強がで
きている」と回答する児童75％以上

・毎学期「学習がんばろう週間」と「自主学習」の
取組を行い、「学力向上だより」を発行し、家庭で
の学習時間と内容の確認を保護者と行い、児童
を褒めて意欲を高めていく。

Ａ
・「学年にあった時間、家での勉強ができている」と回答し
た児童91.3％で達成した。今後も学習時間を意識した取
組の必要性を、児童に対し担任を中心に話して聞かせた
り、「学力向上だより」や学年・学級通信等で家庭に啓発
を続けたりしていく。

Ａ
・「学年にあった時間、家での勉強ができている」と回答した児童
92.2％で達成した。ただ、同じ項目について保護者は64.8％と回
答しており、家庭学習が宿題や自主学習、読書等含めてよいこ
とを保護者が捉えていないことも考えられるので、保護者文書等
で通知し、ほめて伸ばせるよう啓発していく。

Ａ
・放課後児童クラブ内でも、子供たちは常にまじめに宿
題に取り組むことができている。
・親と子供の意識の違いでしょうか。驚きました。
・保護者は、宿題以外の学習を求めているのではない
か。

学力向上Co

〇児童の主体的な学びにつながる授業づく
り
　

〇業者市販テスト（国語・算数/知識・技能）
において、正答率80％の児童の割合80％以
上。
〇業者市販テスト（国語・算数/思考・判断・
表現）において、正答率70％以上の児童の
割合80％以上。

・振り返りの場の設定により、次時学習への意欲の喚
起につなぐ。
・タブレットドリル等のタブレット活用にて児童の関心を
高める。
・学習状況調査結果を全職員で分析し、２学期からの
取組を共通理解し、共通実践を行う。

Ｂ

・業者市販テスト（国語・算数/知識・技能）において、正答率
80％の児童の割合79.8％で課題が見られた。国語は80.7％
で達成したが、算数が78.9％で達成しなかった。
・業者市販テスト（国語・算数/思考・判断・表現）において、正
答率70％以上の児童の割合84.6％で達成した。
・学習状況調査分析結果を活用し、２学期への取組を全職員
で共通理解した。毎月、進捗状況を振り返っていく。

Ａ

・業者市販テスト（国語・算数/知識・技能）において、正答率80％の児
童の割合85.8％で達成した。国語、算数ともに85.8％で前回を上回っ
た。
・業者市販テスト（国語・算数/思考・判断・表現）において、正答率
70％以上の児童の割合84.8％で達成した。国語は94.1％、算数
75.5％であるので、特に算数の習熟を図る。
・標準学力調査分析結果を活用し、残り2か月の指導の徹底を全職員
で共通理解する。進捗状況を振り返り、新学年への学力向上を図る。

Ａ

・アンケートやテストの結果、学校だより等を読んでも、十分な教育が
できていると感じた。
・授業を見ても先生と子供の距離感が近く、先生の話を興味津々に聞
いていた。タブレットを使う学習は、子供は大好きのようだった。
・落ち着いて授業を受け、先生方の話に耳を傾けることが学力向上に
つながっていると思う。
・少人数学級の特徴を生かして、さらなる向上を期待します。
・スキルタイム等で繰り返し学習することは大切だと感じた。

学力向上Co

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳教育に関する以下のアンケートにおいて
肯定的な回答をした児童生徒90％以上
・自分やまわりの人の命を大切にしていると思う
・人には親切にしたいと思う

・道徳教育に関するアンケートを実施する。
・道徳科の道徳づくりに関する校内研修等を
実施する。 Ａ

・道徳教育に関するアンケートにおいて「自分やまわりの人の命を大
切にしていると思う」９７％「人には親切にしたいと思う」９９％であっ
た。今後も維持できるように道徳教育に取り組んでいく。
・道徳科の授業づくりに関する研修会を８月に実施したので、全職員
で共通理解したことを今後の実践に活かしていく。

Ａ

・「自分やまわりの人の命を大切にしていると思う」は2％上昇し99％、「人
には親切にしたいと思う」は99％と目標を達成した。継続して学校全体で
道徳教育に取り組んでいきたい。
・研修会で学んだ事を授業等で実践に生かし、振り返り活動や道徳ノート
の活用を中心に授業の改善や工夫したことを全職員で共有することがで
きた。

Ａ

・学校だより、アンケート結果より、道徳を身に付ける教育が十分に行
われていると感じる。
・元気がない子に声を掛けたり、本当に優しい子が多いと感じる。上
級生が下級生を気遣うなど感心させられている。
・「こころの木カード」からは、良いところや大切な心を見つけることが
できる。

研究主任
自分つくり部

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等についての組織的対応
ができていると回答した教員95％以上

・毎月１回行う「心アンケート」の結果や気になる子
の情報を生徒指導連絡会で全職員と共有する。
・SCや地域の方を含めた、年２回のいじめ防止対
策委員会を行う。 Ａ

・毎月1回「心アンケート」を行い全職員で共有することで、早
期に対応することができている。気になる子の情報交換を行
い、全職員で共有ができている。
・いじめ防止対策委員会を実施し、SCや地域の方とも共有す
ることができている。

Ａ

・職員の学校評価アンケートの結果は100％。2学期も毎月の
心アンケート結果や気になる子の情報交換により、全職員で
見守り対応することができた。
・ＳＣのアドバイスなどにより早期対応ができ、不登校の児童
はいない。全児童が元気に登校することができている。

Ａ

・先生方の配慮の成果が素晴らしいと思う。
・つらいときに伝えられる友達づくりが大切と思う。「心の木」はいいで
すね。
・先生の目が行き届き、みんなの笑顔が見え良い関係を築きやすい
と思う。
・SCのアドバイスを受けられることは良いことですね。

生徒指導主任
教育相談主任

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

◎「自分で頑張ることを決め、粘り強く取り組
む」と回答する児童の割合95％以上

・年２回「マナー教室」を実施し、学年や個人
に応じた夢や目標を立て、実現に向けて何
をどう行うか考え、努力を継続させる。 Ａ

・児童アンケート「頑張ることを決め、粘り強く取り組む」
(100％）、「自分には良いところがある」（95.7％）となり、目標
をもって学校生活を送ることができている。また、マナー教室
を行い、自分の考えや思いをはっきり表現することが低学年
から意識できている。

Ａ

・児童アンケート「頑張ることを決め、粘り強く取り組む」項目
が99.1％となった。マナー教室で具体的な目標を立て、継続し
て取り組んできたことで、目標実現に向けて努力することがで
きている。次年度も目標を立て、学校生活を送れるよう働きか
ける。

Ａ

・マナー教室の日は、子供たちが次々と話をしてくれ
る。とても良い取組だと思う。
・マナー教室では、子供たちが生きるために必要な、自
立心、社会性が芽生えると思う。
・自分の思いや考えをはっきりと表現できることは、素
晴らしいことだと思う。

研究主任
教務部

●「運動習慣の改善や定着化」 ○「昼休み外で元気に遊んでいる」と回
答する児童の割合90％以上
〇スポーツチャレンジに全学級取り組
む。

・晴れた日は外遊びを推奨し、保健・運動委員を
中心に遊びの企画や運営、紹介を行う。
・縦割り班を有効に活用し、体育的行事やスポー
ツチャレンジによる体力つくりへの取組を行う。

Ｂ
・保健・運動委員会主催のイベントやなかよしタイムを使っ
ての縦割り遊びを実施することができた。しかし、「昼休み
外で元気に遊んでいる」と答えた児童は８７％で、目標を
やや下回った。今後も遊びの企画や運営、スポーツチャ
レンジへの参加を呼びかけていく。

Ａ

・どの学年もスポーツチャレンジに取り組むことができた。複数の種目
で県上位の記録を出すことができた。次年度もスポーツチャレンジへ
の参加を呼びかけていきたい。しかし、「昼休み外で元気に遊んでい
る」と答えた児童が85％で目標を下回っているので、目標を達成する
ための手立てを考えていかなければならない。

Ａ
・素晴らしい取組だと思う。引き続きお願いしたい。
・長縄等にチャレンジし、結果を出すことができ、そ
れが自信に繋がって素晴らしいと思う。

体育主任

●「望ましい生活習慣の形成」 ○学年に応じた就寝時刻を守る児童の
割合85％以上

・月1回の保健だよりや長期休業前の生活
の話などを通して、基本的生活習慣の大切
さ（家庭での過ごし方）を啓発していく。 Ａ

・保健だよりや長期休業前の話で啓発し、望まし
い生活習慣が向上している。学校生活アンケート
の「早く寝ることができている」と答えた児童は
87.8％だった。

Ａ
・保健だよりや長期休業前の話、学級指導で啓発し、望ましい
生活習慣が向上している。学校生活アンケートの「早く寝るこ
とができている」と答えた児童は90.4％と１学期より増加して
いた。児童や保護者への意識は確実に定着している。今後も
継続して「ほけんだより」で家庭へ啓発していく。

Ａ
・不登校児童がいないのが一番だと思う。

生徒指導主任
養護教諭

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・18：30までの全職員退勤と毎週金曜日の
定時退勤日を周知徹底し、必ず18：00に言
葉掛けを行う。 Ｂ

・毎週金曜日の定時退勤日は、概ね守ることできた。しか
し平日の退勤時刻は、昨年度と比較して時間外勤務時間
が減ったものの、もう少しの状況だった。定時に帰る日を
自主的に増やし、見通しをもって勤務するよう、さらなる言
葉掛けを行っていく。

Ａ
・毎週金曜日の定時退勤日は、18：30までに施錠することが
多くなった。時間外平均40時間を超える職員が7月時点(5
名）、12月時点(4名）と漸減した。更に具体的な対応(校務に
係る部会の推進、学年ｸﾞﾙｰﾌﾟの連携強化、行事の早めの提
案等)を取っていく。

Ａ
・職員間の協力ができていると感じる。
・先生方の仕事は増えているのでは。２学期制は
よかったのでは。

教頭

○働きやすく、疲労蓄積の低減を目指し
た働き方改革の推進

○「疲労蓄積度自己診断チェックリスト」
での「負担度　やや高い」職員の割合
15％未満

・朝の健康状態に加え、退勤予定時刻を
出勤時に記入し、見通しをもって業務に
取り組み、効率化を図る。 Ｂ

・7月上旬に「疲労蓄積度チェック」を実施し、「やや高い」
以上の職員が4名（24％）という結果だった。昨年度より減
少しているので、さらに働きやすい環境づくりの推進や、
養護教諭と連携して相談しやすい関係づくりに努めてい
く。

Ａ
・1月下旬に「疲労蓄積度チェック」を実施し、「やや高い」以上
の職員が1名(6％)だった。７月と比較すると、3名減少した。職
員室の雰囲気がよく、見通しをもって気持ち良く仕事ができて
いると考える。今後も、教頭として養護教諭とともにライン・セ
ルフケアの働きかけを継続して行っていく。

Ａ
・どこの組織でも大事なことと思う。
・職員室の雰囲気がとても良いのが伝わる。 教頭

養護教諭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○地域教材の活用
（「次郎の里」教育の実践）

◎○「千代田の町や人が好き」と回答す
る児童95％以上

・次郎週間を設け、次郎に関する学習を各
学級で行う。
・下村湖人生家体験学習を、1～２学年実施
する。

Ａ

・児童アンケート「千代田の町や人が好き」は100％、保護
者アンケート「地域を生かし連携した教育を行っている」も
100％だった。地域の特色を生かした取組ができている。
今後も総合や生活科で千代田町に触れる実践を行ってい
く。

Ａ

・2学期末のアンケートでも「千代田の町や人が好き」（児童）100％、
「地域を生かし連携した教育を行っている」（保護者）100％だった。総
合での地元農家の学習や生活科での地域企業での学習、次郞との
ふれあい集会、下村湖人生家見学、次郞タイム等の設定を行った。
次年度も地域に根ざした学習を行っていく。

Ａ

・郷土愛をしっかり身に付けていただいていると思う。この取り組みを
継続してほしい。
・湖人生家が近くにあり、次郎っ子のようなたくさんの経験・体験をし
てほしい。
・地元愛を育てることは大切だと思う。孫がよく学校のことを話してく
れる。

教務主任
仲間づくり部

○「白鳥蘆花に入る」の精神が生きるボ
ランティア活動等の体験活動の充実

◎ボランティアパスポート１冊以上100％
〇進んで元気なあいさつをする児童
90％以上

・ボランティア集会や放送で、ボランティアの
内容や良さ等について伝える。
・各学級でボランティアのめあてを決め、児
童が自主的に取り組むようにする。

Ｂ

・ボランティア活動に自主的に取り組んでいる児童が多いが、
パスポートに記入していない児童もいる。児童アンケート「3枚
以上貼っている」は85％であり、前年度の同じ時期より4％増
えた。今後は、ボランティア活動に積極的に取り組んでいる児
童を紹介し、さらに活動への意欲を高める。

Ａ

・あいさつや清掃活動、スリッパ並べ等、自主的に取り組んでいる児
童が多かった。児童アンケートで、「あいさつプラス1に取り組んだ」児
童99％。花苗ボランティアを呼びかけると、たくさんの児童が参加をし
てくれるなど、気持ちよくボランティアをする姿が多く見られた。全員が
ボランティアパスポート１冊終えることができた。

Ａ

・登下校中の挨拶、手を振るなどの良いコミュニケーションが見られ
る。
・自主的にトイレのスリッパを並べたり、周りのごみを掃除したりする
姿を目にする。
・地域でも、自然に挨拶ができている。横断してドライバーにも頭を下
げている姿は素晴らしい。
・東部小の子供たちが心豊かに育っていることを感じる。

仲間づくり部
ボランティア美化委員会

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の
働き方改革の推進

●心の教育
　（自分つくり）

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

①　自分大すき（得意分野をもち、仲間と未来を語る心優しい子の育成）
②　友達大すき（意欲的で、自信をもって自己表現できる子の育成）
③　学校大すき（試行錯誤し、根気強く挑戦できる子の育成）

学校名 神埼市立千代田東部小学校

４ 重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

○地域の特色を生かし
た教育
   （仲間づくり）

５ 総合評価・

  次年度への展望

・「『夢に向かって、気づき・考え・行動する』児童の育成」の目標達成に向け、学力向上対策、ボランティア活動の取組、マナー教室等を実施することができた。その結果「自らの夢や目標を実現に向けて努力する」児童99.1％、「自分にはよいところがある」児童98.3%というアンケート結
果で、前年度よりも上回ることができた。向上心や自己肯定感の伸びがみられ、今後も維持できるように取組を継続していく。
・家庭学習の習慣化については、「家での勉強ができている」児童92.2％であった。次年度も家庭での生活習慣と併せ、継続して児童だけでなく保護者にも積極的に働きかけていく。また、一人一台端末の活用も、時間を掛けながら少しずつ定着してきた。今後も、授業中や授業外、
家庭での効果的な活用方法を模索し、学習意欲、学力の向上へとつなげていく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１ 前年度

  評価結果の概要

・「『夢に向かって、気づき・考え・行動する』児童の育成」を重点に置き、マナー教室等を実施することができた。その結果「自分でがんばることを決め、粘り強く取り組むことができる」と回答する児童の割合97.3％、「自分にはよいところがある」というアンケートで、１学期85％、２学期は91.2％であった。
目標へと向かう向上心や自己肯定感の伸びがみられた。
・コロナ禍という状況ではあったが、オンライン、規模縮小、内容変更等の工夫を試みながら、学校行事を実施することができた。これらの経験が、教科学習の授業だけでは得ることのできない達成感や協働性、責任感等を向上させることができた。
・家庭学習の習慣化については、「家での勉強ができている」児童は85％であった。保護者は77.2％が「できている」と答え、一定の成果が見られた。次年度も家庭での生活習慣と併せ、継続して保護者や児童にさらなる家庭学習の定着を働きかけていく。

２ 学校教育目標 「渾身勉学」「白鳥蘆花に入る」
　　　～　夢に向かって、気づき・考え・行動する児童の育成　～

３ 本年度の重点目標


